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すう広報

大島
お  12 月号

2019（令和元）年
№ 183

11 月 27・28・29 日　国際基督教大学「劇団虹」周防大島公演 2019

ミュージカルで笑顔をお届け

【子ども達も物語に参加】

　今年も来てくれました「劇団虹」。
　今回は、４つの小中学校と１つの福祉施設で公演
を行い、ミュージカルの楽しさや笑顔を届けてくれ
ました。
　劇団虹は、普段舞台に接する機会が少ない人と一
緒にミュージカルを楽しみたいという意思のもと、
国際基督教大学の有志の学生たちによって設立され
たボランティア劇団です。
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■
久
賀
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

齋
藤
清
美
【
白
石
（
白
石
、
大
崎
）】

前
崎
浩
二
【
山
田
下
（
山
田
上
、
山
田
中
、

　
　
　
　
　

 

山
田
下
）】

梅
木
正
光
【
向
町
（
向
津
原
、
向
町
）】

吉
門　

繁
【
八
幡
下
（
八
幡
上
、
八
幡
下
、

　
　
　
　
　

 

仲
町
）】

福
田
ト
ヨ
子
【
港
町
（
洲
崎
、
港
町
、
戎
町
、

　
　
　
　
　

   

前
島
）】

松
岡
宏
和
【
本
町
（
上
本
町
、本
町
、古
町
）】

大
洲
昭
子
【
東
天
満
町
（
東
天
満
町
、
西
天

　
　
　
　
　

満
町
、
東
下
津
原
）】

布
村
和
男
【
西
中
津
原
（
東
中
津
原
、
西
中 

　
　
　
　
　

津
原
）】

山
近
義
人
【
久
保
河
内
下
（
久
保
河
内
下
、

　
　
　
　
　

 

久
保
河
内
上
、
畑
能
庄
）】

澄
井
秩
子
【
新
開
西
（
新
開
東
、
新
開
西
）】

秋
山
律
子
【
中
瀬
田
（
上
津
原
、
中
瀬
田
）】

福
田
玲
子
【
丸
山
（
丸
山
、
流
田
、
佐
古
）】

嶋
津
惠
美
子
【
宗
光
西
（
庄
地
、
宗
光
東
、

　
　
　
　
　
　

 

宗
光
西
）】

山
本
博
敏
【
久
保
田
中
郷
（
久
保
田
中
郷
、 

　
　
　
　
　

 

花
田
道
面
、
平
原
大
畑
）】

濵
田
友
二
【
木
屋
原
（
木
屋
原
、
大
元
、
山

　
　
　
　
　

下
浜
東
１
区
）】

藤
井
ま
り
子
【
山
下
浜
東
２
区
（
山
下
浜
東

　
　
　
　
　
　

２
区
、
山
下
浜
西
1
区
、
山

　
　
　
　
　
　

下
浜
西
２
区
、
西
ヶ
原
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

砂
田
佳
代
子
【
中
瀬
田
（
久
賀
地
区
全
域
）】

岩
見
真
奈
美
【
向
津
原
（
久
賀
地
区
全
域
）】

■
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

甚
観　

篤
【
東
浜
南
（
東
浜
北
、
東
浜
南
、

　
　
　
　
　

 

中
塚
）】

岡
村
良
治
【
前
港
（
前
港
、後
港
、小
山
田
北
、

　
　
　
　

   

小
山
田
南
）】

佐
川
美
佐
枝
【
流
西
（
流
東
、流
西
、小
平
）】

宮
村
隆
司
【
東
畑
（
寺
家
、
東
畑
、
西
畑
）】

矢
野
慶
実
【
蔵
本
（
蔵
本
、
明
神
松
東
、
明

　
　
　
　
　

神
松
西
）】

舛
永
綾
子
【
新
屋
敷
（
西
の
郷
、
三
蒲
中
村
、

　
　
　
　
　

新
屋
敷
、
西
田
）】

上
成　

敏
【
自
光
寺
（
棟
畑
、
屋
代
中
村
、

　
　
　
　
　

奥
村
、
石
原
、
樫
原
、
自
光
寺
）】

松
本
康
男
【
神
領
（
神
領
、
中
、
原
、
田
中
、

　
　
　
　
　

銅
）】

吉
永
明
代
【
吉
井
（
徳
神
、
吉
井
、
郷
の
坪
、

　
　
　
　
　

吉
兼
）】

藤
元
吉
治
【
川
地
（
上
北
迫
、
下
北
迫
、
東

　
　
　
　
　

北
迫
、上
砂
田
、砂
田
、下
砂
田
、

　
　
　
　
　

川
地
、
羽
越
）】

井
倉
清
水
【
上
片
山
（
上
片
山
、
中
片
山
、

　
　
　
　
　

 

下
片
山
）】

佐
々
木
晋
【
先
小
田
（
石
小
田
、
先
小
田
）】

山
中
亮
吾
【
中
小
田
（
中
小
田
、
和
田
、
屋

　
　
　
　
　

代
中
田
）】

森
田
あ
や
子
【
北
一
東
（
瀬
戸
、
北
一
西
、

　
　
　
　
　
　

 

北
一
中
、
北
一
東
）】

中
西
耕
作
【
北
二
中
（
北
二
西
、
北
二
中
、   

　
　
　
　
　

 

北
二
東
）】

大
田
昭
子
【
南
三
（
笠
佐
、
南
三
、
南
二
、  

　
　
　
　
　

 

南
一
）】

岡
田　

透
【
北
石
（
宮
の
下
、沖
石
、北
石
）】

山
根
安
秀
【
小
松
中
田
（
小
松
中
田
、手
崎
）】

鍵
村
幸
一
【
新
開
（
明
新
、
新
開
）】

河
村
常
和
【
安
迫
（
安
迫
、
水
車
、
砂
堀
、

　
　
　
　
　

 

小
方
）】

伊
東　

薫
【
松
ヶ
崎
（
松
ヶ
崎
、金
屋
、唐
樋
、   

　
　
　
　

   

五
反
田
）】

廣
田
惠
子
【
浜
東
（
郷
串
、
浜
西
）】

川
端
静
代【
浜
東（
浜
東
、上
湯
所
、下
湯
所
）】

田
中
常
治
【
大
東
（
大
東
、
久
保
、
家
房
原
、

　
　
　
　
　

割
石
）】

髙
山
健
司
【
中
開
地
（
川
窪
、
中
開
地
、
天

　
　
　
　
　

神
東
、
明
神
、
追
通
）】

大
村
正
人
【
立
石
（
立
石
、
皆
地
）】

珠
山
啓
子
【
中
浜
（
赤
石
、
中
浜
、
迎
原
、

　
　
　
　
　

 

原
定
）】

久
保
哲
夫
【
久
保
庄
（
久
保
庄
、下
庄
、坂
本
、   

　
　
　
　
　

西
浜
）】

松
岡
弘
志
【
森
添
（
森
添
、
大
歳
、
塩
田
）】

里　

秀
司
【
塩
町
（
浜
、
塩
町
）】

大
迫
美
夫
【
里
（
奥
田
中
、
木
原
、
里
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

藤
岡
照
枝
【
上
北
迫
（
大
島
地
区
全
域
）】

柳
澤
裕
実
【
小
山
田
南
（
大
島
地
区
全
域
）】

■
東
和
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

奥
田
知
佐
子
【
情
（
情
）】

岡
本
良
夫
【
雨
振
（
伊
保
田
２
区
）】

松
岡
忠
邦
【
伊
保
田
３
区
（
伊
保
田
３
区
、

　
　
　
　
　

 

４
区
、
５
区
）】

西
村　

孝
【
伊
保
田
８
区
（
伊
保
田
６
区
、  

　
　
　
　
　

 

７
区
、
８
区
、
９
区
の
一
部
）】

川
口
満
彦
【
伊
保
田
10
区
（
伊
保
田
９
区
の

　
　
　
　
　

一
部
、
10
区
、
11
区
）】

松
井
ナ
ミ
子
【
小
伊
保
田
（
小
伊
保
田
）】

岡
本　

健
【
油
宇
18
区
（
油
宇
13
区
、14
区
）】

長
和
達
平
【
油
宇
17
区
（
油
宇
15
区
、
16
区
、

　
　
　
　
　

17
区
）】

井
川
町
子
【
油
宇
19
区
（
油
宇
18
区
、
19
区
、

　
　
　
　
　

馬
ヶ
原
）】

岡
本
博
子
【
和
田
東
泊
（
和
田
東
泊
、
西
泊
、

　
　
　
　
　

中
泊
）】

中
西
清
美
【
和
田
庄
西
（
和
田
庄
東
、
庄
西
、

　
　
　
　
　

庄
里
）】

末
武
敏
江
【
内
入
東
（
内
入
全
域
）】

有
川
利
美
【
小
泊
東
（
小
泊
全
域
）】

中
村
眞
理
子
【
和
佐
東
中
浜
（
和
佐
全
域
）】

有
光
美
代
【
神
浦
東
（
神
浦
全
域
）】

矢
野　

泉
【
森
鹿
老
渡
（
森
全
域
）】

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委

員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
元
年
12
月
１
日
付
け

任
期
：
令
和
４
年
11
月
30
日
ま
で

（
敬
称
略
、
掲
載
の
漢
字
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
の
範
囲
内

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

問
福
祉
課　

77
‐
５
５
０
５
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矢
野
睦
美
【
平
野
塩
屋
（
平
野
後
園
、
祗
園
、

　
　
　
　
　

塩
屋
、
内
浜
、
鎌
田
）】

向
井
ひ
と
み
【
平
野
防
河
内
（
平
野
江
口
、

　
　
　
　
　
　

 
為
栗
、
本
平
野
、
防
河
内
）】

川
﨑
壽
夫
【
小
積
（
小
積
）】

上
杉
幸
子
【
大
積
（
大
積
）】

濵
田
美
惠
子
【
長
崎
西
（
長
崎
全
域
、西
方
）】

藤
本
珠
美
【
下
田
西
（
下
田
全
域
、
白
寿
苑  

　
　
　
　
　

含
む
）】

本
城
浩
美
【
船
越
西
（
船
越
全
域
）】

後
藤
由
美
子
【
外
入
東
泊
（
外
入
下
妙
見
、

　
　
　
　
　
　

 

上
妙
見
、
宮
下
）】

三
村
嘉
男【
外
入
東
三
下（
外
入
郷
、西
三
下
、  

　
　
　
　

  

東
三
下
）】

柳
原
春
美
【
外
入
東
泊
（
外
入
西
泊
、東
泊
）】

桑
原
敏
広
【
伊
崎
（
伊
崎
）】

松
井
幸
子
【
地
家
室
郷
（
地
家
室
全
域
）】

桑
原
市
藏
【
佐
連
東
（
佐
連
全
域
）】

山
根
鉄
雄
【
沖
家
室
岡
（
沖
家
室
刈
山
、
岡
、

　
　
　
　
　

鼻
）】

柳
原
正
典【
沖
家
室
峠（
沖
家
室
南
、中
、峠
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

松
林
由
美【
伊
保
田
10
区（
東
和
地
区
全
域
）】

高
田
映
子
【
長
崎
西
（
東
和
地
区
全
域
）】

■
橘
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
〉

東
原
正
一
【
鹿
家
（
鹿
家
）】

網
本
千
鳥
【
栄
（
栄
）】

中
原
悦
子
【
安
高
（
安
高
）】

島
原
資
郎
【
原
（
原
）】

尼
崎
良
重
【
古
城
（
古
城
）】

青
木
香
世
【
和
戸
（
和
戸
）】

岬
崎
光
志
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

稲
村
直
子
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

岡
本
文
子
【
西
浦
（
西
浦
）】

星
出
香
代
子
【
真
宮
（
真
宮
）】

金
刺
ミ
ツ
子
【
正
分
（
正
分
、
お
れ
ん
じ
ヒ

　
　
　
　
　
　

ル
ズ
）】

西
本
輝
美
【
長
尾
天
満
（
長
尾
天
満
、安
下
）】

平
田
道
博
【
源
明
（
源
明
、
川
間
、
田
中
）】

大
田
光
則
【
三
ツ
松
東
（
三
ツ
松
東
）】

中
本
淳
子
【
三
ツ
松
中
（
三
ツ
松
中
）】

松
岡
彩
子
【
三
ツ
松
西
（
三
ツ
松
西
）】

長
尾
健
彦
【
庄
南
（
庄
南
、
庄
北
）】

坂
本
悦
子
【
江
頭
（
吉
浦
、
江
頭
、
大
泊
）】

神
田
正
美【
神
田（
下
開
地
、西
開
地
、神
田
）】

廣
津
加
代
子
【
貞
広
（
貞
広
、
大
光
寺
）】

金
﨑
哲
男
【
新
屋
下
（
新
屋
上
、
新
屋
下
）】

中
原　

忍
【
浜
西
（
長
浜
、浜
西
、浜
西
中
）】

久
保
恭
子
【
浜
東
（
浜
中
、
浜
東
、
日
良
居

　
　
　
　
　

団
地
）】

中
村
敏
子
【
土
居
西
上
（
土
居
西
上
、
西
下
、

　
　
　
　
　

西
中
）】

中
原
洋
子
【
土
居
東
中
（
土
居
東
中
、
東
上
、

　
　
　
　
　

東
下
）】

松
田
洋
子
【
油
良
西
（
油
良
西
、
西
中
）】

小
川
智
恵
美【
油
良
東（
油
良
東
中
、東
、郷
）】

小
村
和
美【
江
ノ
浦
東（
江
ノ
浦
西
、楽
ノ
江
、

　
　
　
　

  

江
ノ
浦
東
）】

川
上
百
合
子
【
樽
見
（
樽
見
）】

〈
主
任
児
童
委
員
〉

大
川
幸
枝
【
安
下
（
橘
地
区
全
域
）】

矢
田
部
富
子
【
土
居
東
中
（
橘
地
区
全
域
）】

問健康増進課健康づくり班
　☎ 0820（73）5504

♪食推おすすめレシピ♪

〈作り方〉
① ブロッコリーは小さめの小房に切り分け、じゃがいもは５㎜
　 の厚さのいちょう切りにする。塩少々（分量外）を加えた湯
　 で 茹でる。
② フライパンにマヨネーズとパン粉を入れ、パン粉がきつね色
　 になるまで炒める。
③ ②に①と青のりを加え、和える。

【１人分の栄養素量】
エネルギー 91kcal、たんぱく質  2.7g、脂質 4.9g、
ビタミンＣ  27mg、食塩相当量  0.3g

ブ ロ ッ コ リ ー と じ ゃ が い も の パ ン 粉 焼 き

　ブロッコリーやじゃがいもにはビタミン C が豊
富に含まれています。ビタミン C には抗酸化作用
があり、細胞を保護するはたらきがあります。
　パン粉の香ばしさとマヨネーズのコクで食塩量
控えめでもおいしく、子どもにも好評です！簡単
に作れるのでぜひ作ってみてください！

〈材料〉（４人分）
  ブロッコリー …······· １／２株（150 ｇ）
  じゃがいも ············· １個（120 ｇ）
  パン粉 ··················· １／２カップ
  マヨネーズ ············· 大さじ２
  青のり ······················ 小さじ１
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来
年
２
月
中
旬
か
ら

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

　

期
間
中
は
、
会
場
が
大
変
混
み
合
い
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
告
の
受
付
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
に

　

医
療
費
の
計
算
や
営
業
・
農
業
等
の
収
入

と
経
費
の
計
算
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

自
書
コ
ー
ナ
ー
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
、
事
前
の

資
料
整
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
営
業
・
農
業
等
の
収
支
計
算
を
す
る
場
合

　

あ
ら
か
じ
め
、
毎
月
の
収
入
金
額
や
領
収

書
を
整
理
し
て
、
項
目
別
に
確
認
が
で
き
る

よ
う
、分
類
・
集
計
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
営
業
・
農
業
等
の

　

事
業
所
得
が
あ
る
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て

　

記
帳
と
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま

　

し
た
。
記
帳
に
あ
た
っ
て
は
、
売
上
等
の

　

収
入
金
額
や
仕
入
れ
そ
の
他
の
必
要
経
費

　

に
関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
、
請
求

　

書
や
領
収
書
等
の
書
類
と
と
も
に
５
～
７

　

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
記

　

帳
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く

　

日
々
の
合
計
金
額
の
み
を
ま
と
め
て
記
帳

　

す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し
て
も

　

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）

■
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
場
合

　

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
領
収
書
の
提

出
の
代
わ
り
に
『
医
療
費
控
除
の
明
細
書
』

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
な
ど
を
添
付
す
る
と
、
明
細

書
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。
令
和
元
年
分

ま
で
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、

領
収
書
の
添
付
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
領
収
書
は
「
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
」、

「
病
院
・
薬
局
ご
と
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
合
計
金
額
を
計
算
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
、
生
命

保
険
な
ど
の
補
て
ん
を
受
け
た
場
合
は
、
そ

の
金
額
が
わ
か
る
資
料
を
準
備
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

■
領
収
書
等
の
注
意
事
項

　

領
収
書
や
証
明
書
は
、
必
ず
原
本
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、
年
金
支

払
者
（
日
本
年
金
機
構
等
）
か
ら
町
に
年
金

情
報
が
通
知
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
町
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
に
記
載

し
て
あ
る
控
除
以
外
の
控
除
等
を
追
加
す
る

場
合
や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
た
い
場
合
は
、
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に
！

申告の際は、マイナンバーの提示が必要です！
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入により、令和２年度 町・県民税申告書および令和元年分所
得税確定申告書の提出の際には、マイナンバーの記載および本人確認書類の提示が必要となります。
　必要な本人確認書類は次のとおりです。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方
　マイナンバーカードをお持ちください。マイナンバーカードには顔写真が付いているので、マイナンバー
カードのみでマイナンバーおよび本人の確認が可能です。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方
　ご記入いただくマイナンバーと、そのマイナンバーの持ち主であることの確認書類が必要なため、確認
書類①と②をお持ちください。
確認書類①　マイナンバーの確認書類
　例）通知カード、住民票の写しまたは記載事項証明書等
確認書類②　マイナンバーの持ち主であることを確認できる書類
　例）運転免許証、パスポート、身体障害者手帳などのうちいずれか１つ（※ 写真表示のない身元確認書
類（保険証等）の提示のときには、２種類以上の書類が必要です。例保険証とキャッシュカード等）

譲渡所得・青色申告等の申告相談について
　毎年、山口県大島防災センターで開催していました、柳井税務署の「出張申告相談」につきましては、昨
年から行わないことになりました。大変お手数ですが、次のような申告を希望される方は、柳井税務署で申
告相談をしていただきますようお願いします。
 　○株式や土地などの譲渡所得、山林所得、先物取引に係る雑所得
 　○青色申告　○損失申告　 ○初めて住宅借入金等特別控除を受ける申告

　
　
　
　
　
　

問
税
務
課　

74
‐
１
０
０
８
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証明書の種類 取得できる方 取得範囲 手数料 利用時間

住民票の写し
周防大島町に住民登
録がある方

本人・本人と同一
世帯員

200 円

毎日
　午前   ６時 30 分
～午後 11 時※２

印鑑登録証明書
印鑑登録をしてい
る本人のみ

200 円

所得・課税証明書
１月１日現在、周防
大島町に住民登録が
ある方

本人のみ 200 円

戸籍証明書
・全部事項証明書（謄本）
・個人事項証明書（抄本）

周防大島町に
本籍地がある方※１

本人・本人と同一
戸籍の方

450 円 平日
　午前   ９時
～午後   ５時※２

戸籍の附票の写し 200 円
※１周防大島町に住民登録がない方は、事前に利用登録申請が必要です。申請はマルチコピー機などからできますが、
　  登録に数日かかります。
※２12 月 29 日～令和２年１月３日やシステムメンテナンス時は利用できません。

▶利用できる店舗

▶発行できる証明書等

コンビニ交付サービスをご利用ください！
　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアに設置している多機能端末機（マルチコピー
機）で、周防大島町が発行する各種証明書などを取得することができるサービスを行っています。
ご自宅、勤務先、外出先などの最寄りのコンビニエンスストアで証明書を取得できるので大変便利です。

　全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート他、多機能端末機（マルチコピー機）を設置するコ
ンビニエンスストアなど約 55,000 店舗

　周防大島町に本籍または住所があり、利用者証明用電子証明書が搭載されたマイナンバーカードをお持ち
の方がご利用いただけます。

■問い合わせ　○住民票・戸籍等、コンビニ交付サービスについて　総務課 戸籍住基班　☎ 0820（74）1010
　　　　　　　○税の証明書等について　　　　　　　   　   　 税務課 　　               ☎ 0820（74）1008

マイナンバー（個人番号）カードの申請をお手伝いします
　周防大島町に住民登録があり、マイナンバーカードの発行を希望される方を対象に、申請に必要な写真を
タブレット端末で撮影し、オンライン申請のお手伝いをするサービスを実施しています。
　写真撮影は無料で、端末操作も職員が行いますのでご利用ください。

■申請場所　各総合支所
■受付日時　平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時
■必要書類　本人確認書類、印鑑

１点でよいもの
（顔写真付）

運転免許証、運転経歴証明書、パ
スポート、身体障害者手帳、在留
カード等

２点必要なもの
健康保険証、介護保険証、各種年
金証書、福祉医療費受給者証、学
生証、社員証等

■注意事項
１．写真撮影が必須なため、代理人申請はできません。
２．申請後、マイナンバーカードの交付まで約 1 カ
　月かかります。交付の準備ができしだい交付通知

　書を送付いたしますので、総合支所でカードをお
　受け取りください。
３．撮影した写真をお渡しすることはできません。
４．タブレット端末で撮影する写真は、写真店等で
　撮影する写真よりも画質が劣りますので、あらか
　じめご了承ください。
５．15 歳未満の方は、法定代理人（親権者）と一
　緒に来庁してください。
■問い合わせ
　大島総合支所　 ☎ 74‐1001
　久賀総合支所 　☎ 79‐1000
　東和総合支所 　☎ 78‐1110
　橘総合支所 　　☎ 77‐5500
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№ 81

　

11
月
の
終
わ
り
と
は
思
え
な
い

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
と
青
空
の
中
、
大

島
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
い
て

ち
ょ
び
塩
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
新
た
に
加
わ
っ
た

「
ち
ょ
び
塩
」
関
連
の
商
品
や
ア
イ

テ
ム
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
令
和
元
年

の
ち
ょ
び
塩
サ
ミ
ッ
ト
を
彩
る
賑

や
か
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
登
場
①

「
ち
ょ
び
塩
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
マ
ウ
ン

テ
ン
マ
ウ
ス
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
。
軽

快
な
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ
に
あ
わ
せ

て
か
わ
い
い
園
児
が
ダ
ン
ス
を
披

露
。
そ
の
後
は
、
初
お
披
露
目
と

な
る
ち
ょ
び
塩
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
大
島

支
部
の
皆
さ
ん
が
満
面
の
笑
み
で

披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
！

初
登
場
②　

「
ソ
ル
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

　

公
開
講
座
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

ル
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格

を
持
つ
、
ク
レ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・

ウ
ェ
イ
ブ
立
岩
の
村
上
雅
昭
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
が
登
壇
。
和
食
の
基

本
で
あ
る
、
出
汁
や
旨
味
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
塩
を
控
え
て
も
お

い
し
く
味
わ
え
る
プ
ロ
の
技
を
伝

授
し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
登
場
③

「
ち
ょ
び
塩
レ
シ
ピ
集
、

　
　
　

  　

ち
ょ
び
塩
惣
菜
」

　

減
塩
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
工
夫
を
こ
ら
し
た
『
ち
ょ
び
塩

レ
シ
ピ
集
』
が
完
成
。
家
庭
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
来
場
者

に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
シ

ピ
集
で
紹
介
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
商

品
化
し
た
「
ち
ょ
び
塩
惣
菜
」
を

シ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
・
Ａ
ポ
ー

ト
が
販
売
。
実
際
に
ち
ょ
び
塩

メ
ニ
ュ
ー
の
お
い
し
さ
を
堪
能
で

き
、
減
塩
に
親
し
む
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
「
ち
ょ
び
塩
惣
菜
」

は
、
毎
月
８
日
の
「
ち
ょ
び
塩
の

日
」
に
大
島
ス
イ
ー
ツ
工
房
ゆ
ー

た
ん
（
日
前
）
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
自
分
の
舌
で
確
か
め
て

み
て
く
だ
さ
い
！

　

今
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と

時
代
が
移
り
、
様
々
な
変
化
が
到

来
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

こ
の
1
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た

か
？
ち
ょ
び
塩
も
新
た
な
進
化
を

遂
げ
な
が
ら
も
、「
健
康
を
つ
な

ぎ
、
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
来
る
年
も
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

　

年
越
し
と
い
え
ば
「
そ
ば
」

で
す
ね
。
次
の
め
ん
類
１
食
分

に
含
ま
れ
る
塩
の
量
は
ズ
バ
リ

何
ｇ
で
し
ょ
う

①
そ
ば
（
３
０
０
ｇ
）

②
う
ど
ん
（
２
４
０
ｇ
）

③
中
華
め
ん
（
１
７
０
ｇ
）

　
（
答
え
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

広
が
る
「
ち
ょ
び
塩
」
の
輪

　

 

～
ち
ょ
び
塩
サ
ミ
ッ
ト
だ
よ
り
～

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～  

か し こ い
消 費 者

めざせ！

ご
相
談
は
…

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

　
「
怪
し
い
メ
ー
ル
」
に
注
意
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
も
見
分
け
る

の
は
難
し
い
。最
近
は
、携
帯
電
話
会
社
を
か
た
っ
た
メ
ー
ル
が
き
っ

か
け
で
被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
付
け
た
ら
よ
い
か
。

携
帯
電
話
会
社
を
か
た
る
偽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

　

送
ら
れ
て
き
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
絶

対
に
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

実
在
す
る
事
業
者
名
で
届
い
た
偽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
本
物
の
そ
っ
く
り

の
偽
サ
イ
ト
へ
誘
導
さ
れ
、
そ
こ
で
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力

し
た
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
決
済
が
不
正
利
用
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

絶
対
に
開
か
な
い
こ
と
で
す
。
も
し
、
開
い
て
も
、
個
人
情
報
を
入

力
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
入
力
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
、

正
式
な
サ
イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｉ
Ｄ
等
を
変
更
し
、
キ
ャ
リ
ア

決
済
の
限
度
額
の
引
き
下
げ
や
、
利
用
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
安
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
、
柳
井
地
区
広
域
消
費
者
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り 

④  
東
和
中
学
校
と
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
交
流
授
業
を
行
い
ま
し
た

　

東
和
中
学
校
と
周
防
大
島
高
校
地
域
創
生
科
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
は
、
起
業
家
教
育
の
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
大
島
大
橋
損
傷
事
故
の

影
響
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
２
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
周
防
大
島
高
校
で
行
わ
れ
た
東
和

中
学
校
２
年
生
と
の
交
流
授
業
で
は
、
は
じ
め
に

高
校
生
が
、
接
客
７
大
用
語
の
説
明
を
行
い
、
会

釈
や
敬
礼
、
謝
罪
な
ど
の
時
に
使
用
す
る
最
敬
礼

の
方
法
や
そ
の
意
味
な
ど
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
接
客

７
大
用
語
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
中
学
生
で
し
た
が
、
練

習
す
る
う
ち
に
声
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
今
回
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
中
学
生

の
販
売
実
習
に
活
か
さ
れ
、
成
功
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続

き
、
中
高
一
貫
教

育
の
特
性
を
活
か

し
、
中
学
生
と
高

校
生
が
一
緒
に
学

べ
る
機
会
を
増
や

し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
高
一
貫
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

10
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
連
携
中
学
校

出
身
の
高
校
１
年
生
を
対
象
に
、
出
身
中
学
校
の

養
護
教
諭
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。
前
も
っ
て
、
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
悩

み
や
不
安
に
つ
い
て
の
「
心
と
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
い
た

の
で
、
き
め
細
か

な
教
育
相
談
の
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
終
え
た
生
徒

は
、
高
校
生
活
に

対
し
て
、
よ
り
前

向
き
に
な
れ
た
様

子
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
高
等
学
校

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
４
８

ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟの交流授業の様子

【
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
の
生
徒
の
感
想
】

 

・
久
し
ぶ
り
に
中
学
校
の
先
生
と
話
が
で
き
て
安

　

心
し
ま
し
た
。「
勉
強
も
部
活
も
大
丈
夫
」
と

　

言
わ
れ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
そ
う
で
す
。

 

・
今
の
自
分
の
悩
み
な
ど
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

　

り
、
中
学
校
の
今
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

　

た
り
し
て
安
心
し
ま
し
た
。

 

・
今
回
は
３
人
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
た
の

　

で
話
が
ふ
く
ら
み
ま
し
た
。

 

・
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思

　

い
ま
す
。

カウンセリングの様子

柳井警察署だより

「年末年始の交通安全県民運動」に参加しよう
　12 月 10 日㈫から令和２年１月３日㈮までの間、

「年末年始の交通安全県民運動」が実施されます。
　例年 12 月は、交通死亡事故が多発する傾向にあ
ります。特に歩行者が車両にはねられる交通死亡事
故は、日没後１時間内の発生が多く、昼間の約 10
倍に上ります。
　日没後１時間は除々に見通しが悪くなる時間帯で
す。ドライバーの方は早めにライトを点灯、歩行者
の方は反射材などで自らを目立たせ、年末年始を無
事故で過ごしましょう。

【運動重点】
○子供と高齢者の安全な通行の確保
○高齢運転者の交通事故防止
○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事

故防止
○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
○横断歩道における歩行者優先の徹底

問周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　柳井警察署　　　　☎ 0820（23）0110
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受　
　

章

◆
瑞
宝
単
光
章

　

伊
藤　

和
弘
さ
ん
（
和
田
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

井
上　

栄
さ
ん
（
小
松
開
作
）

　
（
危
険
業
務
従
事
者
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

佐
本　

求
さ
ん
（
秋
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

全
国
大
会
出
場
者
へ
激
励
費
授
与

　

芸
術
・
文
化
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励
費
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

第
11
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会

開
催
期
間　

6
月
22
日
～
23
日

開
催
地　

東
京
都

【
小
学
校
５
・
６
年
の
部
】

　

高
水
中
学
校
１
年  

海
津
由
羽
さ
ん（
久
賀
）

※
地
区
予
選
を
含
め
２
年
度
に
渡
る
大
会
の

　

た
め
、
登
録
時
の
部
門
と
な
り
ま
す
。

（
授
与
式
：
11
月
１
日
）

住宅に付属する農地の下限面積が引き下げられました

　農地を買うとき（権利取得）、借りるとき（権利設
定）には、下限面積 30 アール（3,000 ㎡）以上の耕
作を行うことが農地法により定められていますが、
住宅に付属する農地の下限面積取扱基準を設定した
ことにより、11 月 15 日から、住宅に付属する農地
で条件を満たす場合は、下限面積要件を 30 アール
未満まで引き下げる取り扱いになりました。

【農地の条件】
①住宅及びその敷地と農地の所有者が原則として同
　一であること
②一筆ごとを単位とし、その一部または全てが遊休
　農地であること
③農地の位置は、原則として住宅の所在地と同一の
　大字区域内であること
④農地の面積は、30 アール未満であること

⑤優良農地や補助金等の交付対象となっていない農
　地であること
⑥住宅売買に伴い農地を権利移動させることが適当
　であると農業委員会が認めた農地であること

【農地取得の条件】
①個人による権利取得であること
②住宅に付属した農地の指定を受けた後に農地法 3
　条の許可を得ること
③農地の取得の日から起算して 3 年以上継続して取
　得した住宅へ居住し、その農地のすべてを耕作す
　ること
※詳しくは、お問い合わせください。
■問い合わせ
　周防大島町農業委員会（農林課内）
　☎０８２０（７９）１００２

住宅と一緒に農地を
「売りたい」「貸したい」とき
「買いたい」「借りたい」とき

表　
　

彰

◆
国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

正
木　

純
生
さ
ん
（
西
安
下
庄
）

　
（
元
周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　

  

議
会
委
員
）
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相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 8 日㈬  ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 8 日㈬ 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 8 日㈬ 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 8 日㈬ 14：00 ～ 16：00

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 9 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 21 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 24 日㈮ 10：00 ～ 15：00

■問い合わせ　柳井健康福祉センター　☎０８２０（２２）３６３１

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。

　《 １ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》　

　年の瀬が近くなると各地で島のイベントが多数開催
され、会場は島々の熱気で大いに賑わいます。
　東京池袋のサンシャインシティーに全国の島々が集
まる祭典「アイランダー」や、広島本通り商店街に瀬
戸内海の島々が集う「離島フェア」などのイベントに
周防大島町も出展し、日本全国に点在する島々の皆さ
んと交流を重ねています。
　先日は、伊豆諸島、小笠原諸島の皆さんが周防大島
へ視察訪問された際に交流の機会をいただきました。
両諸島の華やかな名声に羨望を抱きながらも改めて実
感したのは、伊豆諸島は東京から約 120km、小笠原諸
島に至っては東京から約 1,000km もの沖合に浮かぶ
離島だということです。島しょ部という地理的特徴は、
ときにメリットとなり、ときにデメリットとなり得ま
す。
　幸いにも周防大島は架橋された島なので、島ならで
はの風情を有しながらも本土と変わらぬ利便性も兼ね
備えています。
　昨年の大島大橋損傷事故を経験し、架橋された周防
大島がいかに恵まれた環境であるかを改めて痛感しま
した。

　この環境に甘えることなく令和元年現在の周防大島
は、瀬戸内のハワイ、みかんの島、星野えん歌、民泊
先進地などなど、他の島々にも勝るとも劣らない魅力
に満ち満ちています。
　周防大島観光協会では来年も引き続き、この素晴ら
しい島の魅力を存分に発信していきたいと思います。
■問い合わせ
　（一社）周防大島観光協会　☎ 0820（72）2134

周防大島の魅力を発信します！

▲広島で行われた「離島フェア」で周防大島ブースを出展

令
和
元
年
の
お
も
な
で
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
紙
か
ら
）

２
月

15
日　

大
島
大
橋
に
係
る
制
限
債
権
（
損
害

　
　

額
）
の
裁
判
所
へ
の
届
出
が
始
ま
る

３
月

28
日　

緊
急
時
や
災
害
時
の
給
水
活
動
を
行

　
　

う
給
水
車
を
導
入

４
月

７
日　

山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

７
月　

12
日　

大
島
大
橋
の
貨
物
船
衝
突
事
故
か
ら

　
　

９
カ
月
ぶ
り
に
大
島
大
橋
の
交
通
規
制

　
　

が
全
面
解
除
さ
れ
る

８
月　

４
日　

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館
の
開
館
20

　
　

周
年
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

18
日　

フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
に
周
防
大
島

　
　

高
校
の
生
徒
で
結
成
し
た
「
ア
ロ
ハ
・

　
　

フ
ラ
島
高
」
が
初
出
場

10
月

１
日　

山
口
県
内
の
町
で
は
初
と
な
る
各
種

　
　

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
は
じ
ま
る

　
　
　

姉
妹
島
提
携
を
結
ん
で
い
る
ハ
ワ
イ

　
　

州
カ
ウ
ア
イ
島
で
の
語
学
留
学
に
向
け

　
　

て
、
周
防
大
島
町
と
Ｋ
Ｃ
Ｃ
（
ハ
ワ
イ

　
　

大
学
カ
ウ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

　
　

ジ
）
が
、
覚
書
を
か
わ
す

12
月

４
日　

浮
島
地
区
海
底
送
水
管
布
設
事
業
に

　
　

係
る
海
底
へ
の
管
の
布
設
が
始
ま
る



10広報すおう大島 令和元年 ( 2019 年 )12 月号

　「みかん鍋」民泊で提供へ

　11 月８日、体験型修学旅行の民泊家庭でも「みか
ん鍋」を提供できるようにと、周防大島鍋奉行会が
久賀総合センターで料理教室を行いました。
　11 月に体験型修学旅行を受け入れる 30 家庭が参
加し、みかん鍋の成り立ちやレシピ等が伝授されま
した。
　参加者からは、「初めて食べたがすごくおいしい！
今の味を覚えて頑張って作る」「子ども達にも喜んで
もらえると思う」などの声が聞かれました。

▲料理教室の様子。みかん鍋のレシピを伝授！

　秋晴れのなか、さわやかな汗

　11 月 10 日、屋代湖を周回する「屋代湖駅伝
大会」が屋代ダム管理事務所前を発着点に開催
されました。
　クラブや学校、職場の仲間などで結成された
49 チーム、287 人が出場し、小学生と一般女子
の部は 2.7km、中学・高校・一般（女子含む）
の部は 12km のコースでたすきをつなぎ、秋晴
れの中を駆け抜けました。

　鍛錬の成果を競う

　11 月 17 日、 第 66 回
目となる大島郡武道大会
が、安下庄中学校体育館
と周防大島高校の仮設弓
道場で行われました。
　伝統のある大会に剣道
の部と弓道の部にあわせ
て 52 人が出場し、ピン
と張った空気の中、真剣
な戦いが繰り広げられま
した。

周 防 大 島 町 の 話 題

▲小学生と一般女子の部のスタート

▲剣道の部の様子 ▲弓道の部の様子
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【Ｐ６ちょび塩クイズ答え　① 0 ｇ、② 0.7 ｇ、③ 0.7 ｇ】

　

こ
ん
に
ち
は
。地
域
お
こ
し
協
力
隊（
観

光
協
会
）
の
新
井
で
す
。

　

着
任
し
た
初
年
度
よ
り
開
催
し
て
い
る

け
ん
玉
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」
を
8
月
13
日
よ
り
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
台
風
10
号
の
影
響
で
当
初
予

定
し
た
2
泊
3
日
の
日
程
を
縮
小
し
1
泊

2
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
リ

ピ
ー
タ
ー
含
め
約
40
名
の
方
が
陸
奥
野
営

場
に
集
ま
り
、
周
防
大
島
の
自
然
を
満
喫

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
者
を
ラ
ン
ダ
ム
に
チ
ー
ム

分
け
を
し
、
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

「
け
ん
玉
は
一
人
で
遊
ぶ
も
の
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
一
緒
に
け
ん
玉
を
楽
し
め
る
仲

間
が
い
る
と
い
う
の
は
、
技
術
向
上
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
い
う
観
点
で
も
と

て
も
重
要
で
、
さ
ら
に
技
を
達
成
し
た
時

に
仲
間
と
共
に
そ
の
瞬
間
を
共
有
で
き
る

と
い
う
の
は
自
己
肯
定
感
を
養
う
と
い
う

点
で
も
多
く
の
利
点
が
あ
る
の
で
す
。

　

9
月
に
は
、
廿
日
市
市
に
て
開
催
さ
れ

た
「
け
ん
玉
学
園
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
、

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
と
い

う
観
点
か
ら
、
周
防
大
島
で
行
っ
て
い
る

Ｆ
Ａ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
関
し

周防大島観光協会
☎０８２０（７２）２１３４

14

▲河村誠治委員長から報告書を受け取る椎木町長

指定管理者選定委員会が町長へ報告書を提出

　周防大島町ながうらスポーツ滞在型施設等指定管理者選定委員会
（河村誠治委員長・山口大学経済学部教授）は、11 月５日、周防大
島町ながうらスポーツ滞在型施設等（周防大島町長浦スポーツ海浜
スクエア・周防大島町グリーンステイながうら）の指定管理者の選
定に係る報告書を椎木町長に提出しました。
　町では 12 月議会において、優先交渉権者の指定の議決を受け、
施設の指定管理者に指定することとしています。
■問い合わせ　商工観光課 公共施設管理班
　　　　　　　☎０８２０（７９）１００３

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 新井謙太郎の

▲８月のＦＡＴ ＣＡＭＰ（ファットキャンプ）に参加した皆さん

て
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
国
内
唯

一
の
け
ん
玉
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
が
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
け
ん
玉
で
健
康
づ

く
り
」
と
い
う
講
演
も
あ
り
、
認
知
症
予

防
や
適
度
な
運
動
に
最
適
な
け
ん
玉
を
是

非
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
め
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

○地域おこし協力隊とは

　都市地域の若者らが地方自治体の募集に応
じて委嘱を受け、一定期間、地域に居住して
地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ
等の地域おこしの支援や農林水産業への従事、
住民の生活支援などの「地域協力活動」を行
いながら、その地域への定住・定着を図る取
り組みです。隊員の活動に要する経費などは
特別交付税措置されています。
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お知らせ 12 月

大
島
総
合
支
所 

宿
直
職
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
内
容

　

電
話
等
の
応
対
や
斎
場
使
用
予

約
の
受
付

■
勤
務
場
所

　

大
島
庁
舎
（
周
防
大
島
町
小
松

１
２
６
‐
２
）

■
採
用
期
間　

　

令
和
２
年
１
月
16
日
～
３
月
31
日

■
勤
務
日
等　

 

・
１
カ
月
あ
た
り
５
日
程
度

 

・
午
後
５
時
15
分
か
ら
翌
日
の
午

　

前
８
時
30
分
ま
で

（
出
勤
曜
日
に
つ
い
て
は
相
談
に

応
じ
ま
す
）

■
報
酬
等

　

１
回
に
つ
き
６
４
８
０
円

■
申
し
込
み
方
法

　

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
必
着
で

履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
お
届

け
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日
等

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

大
島
総
合
支
所 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
２

周
防
大
島
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
募
集
し
ま
す

　

周
防
大
島
を
は
じ
め
と
し
た
瀬
戸

内
海
沿
岸
部
を
世
界
の
観
光
地
に
変

え
、
地
方
創
生
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市

場
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
業
務

 

・
周
辺
に
あ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先

　

進
地
域
と
の
連
携

 
・
訪
日
外
国
人
客
が
好
む
コ
ン
テ

　

ン
ツ
の
企
画
・
開
発 

 

・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の

　

企
画
・
運
営

 

・
姉
妹
島
で
あ
る
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ

　

ア
イ
島
と
の
関
係
を
深
化

 

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
関
連
事
業
の
推

　

進
業
務

 

・
そ
の
他
観
光
全
般

■
募
集
人
数
等

　

社
会
経
験
の
あ
る
概
ね
25
歳
以

上
の
方　

1
名

■
勤
務
時
間

　

1
日
7
時
間
45
分
、
１
週
38
時

間
45
分
を
基
準
と
し
ま
す
。

■
応
募
要
件

 

・
３
大
都
市
圏
を
は
じ
め
と
す
る

　

都
市
地
域
等
（
過
疎
、
山
村
、

○
離
島
、
半
島
等
の
地
域
に
該
当

　

し
な
い
市
町
村
）
に
在
住
し
、

○
委
嘱
後
に
周
防
大
島
町
に
住
民

　

票
を
移
す
こ
と
が
で
き
る
方

※
応
募
の
対
象
と
な
る
地
域
要
件

　

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て

　

い
る
方

 

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

■
報
酬
等

　

月
額
17
万
１
３
０
０
円

■
申
込
期
限

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

■
応
募
方
法

　

提
出
書
類
に
よ
り
書
類
審
査
を

行
い
ま
す
。

 

・
応
募
用
紙

 

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

 

・
レ
ポ
ー
ト
「
私
が
周
防
大
島
町

　

で
取
り
組
み
た
い
こ
と
」

　
（
１
０
０
０
字
程
度
）

 
・
住
民
票
抄
本

※
応
募
用
紙
等
は
政
策
企
画
課
で

　

お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま

　

す
。
提
出
書
類
は
郵
送
、
ま
た

　

は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。
返

　

却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

政
策
企
画
課 

定
住
対
策
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

seisakukikaku@
tow

n.suo-

　

oshim
a.lg.jp

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
申
告
に
つ
い
て

■
申
告
の
必
要
な
方

　

商
店
・
農
業
・
漁
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
会
社
や
個
人
の
方

※
事
業
を
廃
止
・
休
業
さ
れ
た
場

　

合
も
申
告
は
必
要
で
す
。

■
償
却
資
産
と
は

　

事
業
用
の
機
械
・
器
具
・
備
品
等

■
申
告
書
に
つ
い
て

　

以
前
か
ら
申
告
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
12
月
下
旬
に
申
告
書
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
今
回
が
初
め
て

と
な
る
方
は
、
申
告
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
課
税
標
準
の
特
例
（
船
舶
な
ど
）

　

や
課
税
免
除
の
適
用
（
旅
館
・

　

製
造
業
な
ど
）
を
受
け
る
場
合

　

に
は
別
途
書
類
が
必
要
と
な
り

　

ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内

　

容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

 

・
確
定
申
告
の
減
価
償
却
と
は
別

　

の
申
告
と
な
り
ま
す
。

 
・
国
税
申
告
書
（
確
定
申
告
）
等

　

の
調
査
に
よ
り
修
正
申
告
を
し

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

ﾒｰﾙ

お
知
ら
せ

■
申
告
期
限

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

■
提
出
先　

　

税
務
課 

課
税
第
2
班
ま
た
は
各

総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
2
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
送
付
さ
れ
ま
す

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の

「
老
齢
年
金
」
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
老
齢

基
礎
年
金
」
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
年
間
の
年
金
支
払
総
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」

が
令
和
２
年
1
月
下
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
ま
た
は

住
民
税
の
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
障
害
年
金
」
や
「
遺
族

年
金
」
に
つ
い
て
は
課
税
の
対
象
外

（
非
課
税
）と
な
っ
て
い
る
た
め
、「
源

泉
徴
収
票
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

岩
国
年
金
事
務
所　

☎
０
８
２
７
（
２
４
）
２
２
２
２
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お知らせ 12 月

令
和
２
年
１
月
３
日
～
５
日

星
野
哲
郎
記
念
館
を
無
料
開

放
し
ま
す

　

周
防
大
島
町
出
身
の
作
詞
家
、

星
野
哲
郎
先
生
が
作
詞
さ
れ
た
歌

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
１
月
３
日

㈮
か
ら
１
月
５
日
㈰
の
３
日
間
、

星
野
哲
郎
記
念
館
の
入
館
料
を
無

料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

公
共
施
設
管
理
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

都
市
計
画
説
明
会
・
公
聴
会

　

大
島
都
市
計
画
区
域
お
よ
び
東

和
都
市
計
画
区
域
の
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
つ

い
て
、
説
明
会
・
公
聴
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
素
案
の
縦
覧

 

・
期
間　

　

令
和
２
年
１
月
10
日
㈮
～
１
月

31
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

 

・
縦
覧
場
所

　

山
口
県
都
市
計
画
課
、
山
口
県

柳
井
土
木
建
築
事
務
所
、
役
場
建

設
課

●
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会

 

・
日
に
ち

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

 

・
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

 

・
開
会
時
刻

　
【
説
明
会　

午
後
７
時
～
】

　
【
公
聴
会　

午
後
８
時
～
】　

　

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
に

は
、
事
前
に
公
述
申
出
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
提
出
が
無

い
場
合
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
公
述
申
出
書
の
提
出
方
法

　

公
述
申
出
書
（
任
意
様
式
）
に
、

意
見
の
要
旨
、
そ
の
理
由
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

山
口
県
都
市
計
画
課
へ
、
令
和
２

年
１
月
24
日
㈮
ま
で
に
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
た
は
直
接
お
届

け
く
だ
さ
い
。　

■
提
出
先

〒
７
５
３
‐
８
５
０
１

　

山
口
市
滝
町
１
‐
１

　

山
口
県
都
市
計
画
課

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
都
市
計
画
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
７
３
３

　

役
場
建
設
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
５

正
月
の
飾
り 

し
め
縄
を
つ

く
っ
て
新
年
を
迎
え
よ
う
！

　

し
め
な
わ
作
り
体
験
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
昔
の
暮
れ
の
生
活
の

一
端
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
26
日
㈭

　

午
後
2
時
～
3
時
30
分　

※
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
け
付
け

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー 

ふ
る
さ
と

研
修
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

●
こ
ん
に
ゃ
く
（
４
種
）
づ
く
り

 

・
日
時

　

令
和
２
年
1
月
8
日
㈬

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

・
場
所　

　

東
三
蒲　

実
施
者
宅

 

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

5
～
6
人　

 

・
募
集
締
め
切
り　

12
月
27
日
㈮

●
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り

 

・
日
時　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
1
月
23
日
㈭

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

・
場
所

　

東
和
地
区 

味
の
ふ
る
さ
と
工
房

 

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

5
～
6
人　

 

・
募
集
締
め
切
り　

　

令
和
２
年
1
月
10
日
㈮

●
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り

 

・
日
時　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
1
月
27
日
㈪

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

 

・
場
所　
　
　
　
　

　

大
島
地
区 

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

 

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

 

・
受
入
人
数　

10
人

 

・
募
集
締
め
切
り　

1
月
17
日
㈮

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

　

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

　

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

催　
　

し

企画展「宮本常一、旅と鉄道～広島圏を中心として～」
　宮本常一の旅や車窓風景に関する資料を中心とした展
示を行います。（展示協力…呉市入船山記念館、広島県立
歴史博物館、柳井レイルモデル）
■期　間　12 月 19 日㈭～令和 2 年 3 月 10 日㈫
■場　所　宮本常一記念館 展示室
■入場料　大人 300 円、子供 150 円（町内小中学生無料）

問宮本常一記念館　☎０８２０（７８）２５１４

▶
宮
本
常
一
が
昭
和
50
年
に
大
畠
駅

の
風
景
を
収
め
た
一
枚
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お知らせ 12 月

周
防
大
島
町
長
杯

第
６
回
サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島

高
校
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催

　

山
口
県
内
を
は
じ
め
中
四
国
・

九
州
か
ら
全
国
大
会
常
連
校
を
招

聘
。
レ
ベ
ル
の
高
い
プ
レ
ー
を
間

近
で
見
ら
れ
る
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
観
戦
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

令
和
２
年
１
月
11
日
㈯
～
13
日
㈷

■
会
場

　

長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ

ア
、
周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場
、

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

＊
入
場
無
料

■
参
加
校

　

決
定
後
、
総
合
体
育
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
総
合
体
育
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
２

コ
コ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
９  

コ
コ
カ
ラ
杯
周
防
大
島
町

団
体
卓
球
大
会

■
日
時

　

令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

　

開
会
式　

午
前
８
時
45
分
～

　

試
合
開
始　

午
前
９
時
～

■
場
所

　

周
防
大
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

■
申
し
込
み

　

12
月
27
日
㈮
ま
で
に
参
加
希
望

チ
ー
ム
は
大
島
郡
卓
球
協
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

健
究
会
、
大
島
郡
卓
球
協
会

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
郡
卓
球
協
会
事
務
局

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
０
６
８

縁
起
物
の
餅
を
つ
い
て
一
年

を
健
康
に
す
ご
し
ま
し
ょ
う

　

ダ
イ
ガ
ラ
、
臼
・
き
ね
を
使
っ

た
餅
つ
き
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

令
和
２
年
1
月
13
日
㈪
・
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分
頃

　
（
午
前
9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

※
途
中
参
加
・
退
場
も
可

※
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。
お
餅
は
限
り
が
あ
り
ま

　

す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
い
た
し

　

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
定
員　

50
名
（
先
着
順
）

■
場
所　

宮
本
常
一
記
念
館

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

宮
本
常
一
記
念
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

■
日
時

　

令
和
２
年
２
月
15
日
㈯

　

午
前
６
時
～
午
後
６
時
30
分

■
集
合
場
所　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
場
所　

　

や
わ
た
ハ
イ
ラ
ン
ド
１
９
１
リ

ゾ
ー
ト
（
広
島
県
北
広
島
町
）

■
対
象
者　

　

町
内
在
住
の
方
（
先
着
50
人
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

■
参
加
費　

 

・
中
学
生
以
下　

３
０
０
０
円　

 

・
高
校
生
以
上　

５
０
０
０
円

○
小
学
生
で
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
に

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
途

　

２
０
０
０
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
昼
食
・
リ
フ
ト
券
・
レ
ン
タ
ル

　

利
用
は
自
己
負
担

■
申
し
込
み
期
限

　

令
和
２
年
１
月
24
日
㈮

■
主
催　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

健
究
会
、
大
島
郡
体
育
協
会
大
島

支
部
、
大
島
公
民
館

■
後
援

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
島
公
民
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

■期日　２月 16 日（日）　雨天中止（小雨決行）
■部門
○一般の部（男子・女子）  　午前９時 20 分発
　５区間  ９．６㎞（農業者健康管理センター 
　　　　 　　　　　～  学習のむら）　　 　　  
○スポ少女子、小学中低学年の部   午前 10 時 30 分発
　５区間  ４．５㎞（防災広場周辺）　
○スポ少男子の部　午前 11 時発
　５区間  ５．５㎞（防災広場周辺）　
■申し込み方法
　久賀公民館に備え付けている申込書によりお申し
込みください。
※詳細については、お問い合わせください。

　■申し込み期限　１月 31 日㈮必着
　■申し込み・問い合わせ　
　　久賀公民館（大会事務局）
　　☎０８２０（７２）２２７１　
　　℻０８２０（７２）０４９１

～冬の体力つくりとふれあい～　
第 39 回久賀駅伝大会参加チーム募集中
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お知らせ 12 月

凧あげは近くに電線のない
広いところで！

　もし凧が電線にかかったら、自分で取ろうと
せずに、中国電力へお知らせください。
　電線には、絶対に触らないでください。

■連絡先　中国電力㈱柳井営業所
　　　　　☎０１２０（６１６）３１８

●グリーンステイながうら潮風呂保養館
　・期間中は全営業　　　　　（☎７９‐００２１）
　　マイクロバスはお休みします。
●竜崎温泉潮風の湯（☎７７‐１２３４）
　・期間中は全営業。マイクロバスはお休みします。
　※温水プールは、空調設備改修工事のため、令和
　　２年３月 31 日まで臨時休業しています。
●片添ケ浜温泉遊湯ランド（☎７８‐２２２６）
　・休館日　12 月 30 日㈪、31 日㈫、1 月２日㈭
　※元旦は初湯につかり、初日の出を眺めていただ
　　くため、午前７時から午後２時まで営業します。
　　また、先着順にぜんざいを無料サービスします。
●星野哲郎記念館（☎７８‐０３６５）
　・休館日　1 月１日㈬（定休日）

●陸奥記念館（☎７５‐００４２）
　・年中無休
●なぎさ水族館（☎７５‐１５７１）
　・休館日　12 月 30 日㈪～ 1 月２日㈭
●道の駅サザンセトとうわ（☎７８‐００３３）
　・休館日　12 月 31 日㈫～ 1 月２日㈭
●宮本常一記念館（周防大島文化交流センター）　
　　　　　　　　　　　　　　（☎７８‐２５１４）
　・休館日　12 月 28 日㈯～ 1 月３日㈮
●日本ハワイ移民資料館　（☎７４‐４０８２）
　・休館日　12 月 29 日㈰～ 1 月３日㈮
●久賀八幡生涯学習のむら（☎７２‐２６０１）
　・休館日　12 月 28 日㈯～ 1 月３日㈮

年末年始  休業・営業のご案内
（12 月 28 日～ 1 月３日の予定）

令和元年度 成人式
　 ○日時　令和２年１月４日㈯
　　　　　　・式典　午前 11 時～　
　○会場　橘総合センター

令和２年 消防出初式
    ○日時　令和２年１月５日㈰
　　　　　　・観閲　午前９時 30 分～
　　　　　　・式典　午前 10 時～　　
　○会場　山口県大島防災センター

　竜崎温泉温水プール施設が使用できない間、竜崎温泉
施設内で介護予防や健康づくりを目的に、ストレッチや
筋力トレーニング、体操などを行う「いきいき健康教室」
を実施します。ぜひご参加ください。

いきいき健康教室（12 月 21 日～１月 20 日）

　　■場所　竜崎温泉  １階トレーニングルーム
　　　　　　　　　　　（更衣室となり）
　　■時間　午前 10 時～ 11 時 30 分、正午～３時
　　■料金　100 円（利用券を券売機で購入）
　　※実施日等は事情により変更することがあります。
　

　　■問い合わせ　介護保険課 地域包括支援センター
　　　　　　　　　☎０８２０（７３）５５０６

竜崎温泉温水プール指導の休止と
いきいき健康教室の実施について

実施日

12 月  26 日㈭、27 日㈮

１月
   7 日㈫、    9 日㈭、  10 日㈮、
16 日㈭、17 日㈮
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お知らせ 12 月

ご存じですか？ 「部落差別の解消の推進に関する法律」

　部落差別の解消の推進に関する法律（平成 28 年 12 月 16 日 法律第１０９号。以下「部落差別解消推進法」
という。）が施行され３年が経過しました。
　部落差別解消推進法は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重される
ものであるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、差別のない社会の実現を目指す法律です。一人
一人が違いを認め合い、お互いの人権を尊重し合う社会を築きましょう。

部落差別の解消の推進に関する法律 
（目的）
第一条 この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が
生じていることを踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許さ
れないものであるとの認識の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落差別の解消に関し、基本
理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることによ
り、部落差別の解消を推進し、もって部落差別のない社会を実現することを目的とする。 

（基本理念） 
第二条 部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重さ
れるものであるとの理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めるこ
とにより、部落差別のない社会を実現することを旨として、行われなければならない。 

（国及び地方公共団体の責務） 
第三条 国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとともに、地方公共団体が講ずる部
落差別の解消に関する施策を推進するために必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。 
２ 地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、国及び
他の地方公共団体との連携を図りつつ、その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。 

（相談体制の充実） 
第四条 国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。 
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相談に的確に応ず
るための体制の充実を図るよう努めるものとする。 

（教育及び啓発） 
第五条 国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。 
２ 地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別を解消するため、必要な教
育及び啓発を行うよう努めるものとする。 

（部落差別の実態に係る調査） 
第六条 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差別の実態に係る
調査を行うものとする。

衆議院法務委員会における附帯決議 
　政府は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策について、世代間の理解の差や地域社会の実情を広く踏まえた
ものとなるよう留意するとともに、本法の目的である部落差別の解消の推進による部落差別のない社会の実現に向け
て、適正かつ丁寧な運用に努めること。

参議院法務委員会における附帯決議
　国及び地方公共団体は、本法に基づく部落差別の解消に関する施策を実施するに当たり、地域社会の実情を踏まえ
つつ、次の事項について格段の配慮をすべきである。
一 部落差別のない社会の実現に向けては、部落差別を解消する必要性に対する国民の理解を深めるよう努めることは
もとより、過去の民間運動団体の行き過ぎた言動等、部落差別の解消を阻害していた要因を踏まえ、これに対する対
策を講ずることも併せて、総合的に施策を実施すること。 
二 教育及び啓発を実施するに当たっては、当該教育及び啓発により新たな差別を生むことがないように留意しつつ、
それが真に部落差別の解消に資するものとなるよう、その内容、手法等に配慮すること。 
三 国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するための部落差別の実態に係る調査を実施するに当たっては、当
該調査により新たな差別を生むことがないように留意しつつ、それが真に部落差別の解消に資するものとなるよう、
その内容、手法等について慎重に検討すること。

■問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

可
奈
子

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

お知らせ 12 月

人
生
の
終
わ
り
ま
で
、

ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
み
た
い
で
す
か

　

皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
が
最
期
を
迎
え
る
場
所
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

①
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い

②
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
が
、
実
際
に
は
難
し
い

　

と
思
う

③
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
し
、
実
際
に
そ
う
な
る

　

と
思
う

④
そ
ん
な
こ
と
は
考
え
た
こ
と
が
な
い

　

10
月
12
日
に
「
い
き
い
き
と
生
き
て
い
く
た
め
に

～
人
生
の
最
期
を
考
え
る
こ
と
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、在
宅
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

広
島
県
北
広
島
町
雄
鹿
原
診
療
所
の
所
長 

東
條
環

樹
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
東
條
先
生
は
、
往
診

地
区
に
ス
キ
ー
場
が
5
カ
所
も
あ
る
芸
北
地
区
で
地

域
医
療
を
推
進
し
て
い
る
医
師
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
も
活
躍
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
は
、
人
生
の
最
期
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
ま

ず
は
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
、
自
分
の
身
体
に
関
心

を
持
ち
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
、
も
う

１
つ
は
、
元
気
な
と
き
か
ら
、
残
り
の
人
生
を
ど
う

過
ご
し
た
い
の
か
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
教
わ
り

ま
し
た
。
人
生
の
最
期
を
考
え
て
お
く
こ
と
は
、
厚

生
労
働
省
も
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
愛
称
「
人
生
会
議
」）
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

東
條
先
生
よ
り
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

①
本
人
の
意
志
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と

②
十
分
に
話
し
合
っ
て
、
み
ん
な
（
家
族
や
、
支
援

　

し
て
い
る
専
門
職
を
含
む
）
で
決
め
る
こ
と

③
途
中
で
気
持
ち
の
変
化
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
受

　

け
入
れ
る
こ
と

と
し
て
、
元
気
な
う
ち
か
ら
、
お
互
い
が
ど
う
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
心
配
し
て
い
る
の

か
を
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
解
説
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
場
で
は
、「
家
族
に
い
つ
そ
う
い
っ
た
話

を
す
れ
ば
良
い
か
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
話

を
し
た
い
と
思
っ
た
時
が
そ
の
時
で
す
。
今
年
の
年

末
年
始
な
ど
、
ご
家
族
が
集
ま
っ
た
際
に
、
ご
自
身

の
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
を
持
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

周
防
大
島
町
で
も
、
皆
さ
ま
が
医
療
や
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
将
来
の
医
療
や
介
護
の
こ
と
で
不
安
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山口県最低賃金
時間額 効力発生日

８２９円 Ｒ 1.10.5

特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日

鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製
業、非鉄金属・同合金圧延業、
非鉄金属素形材製造業

９６６円

Ｒ 1.12.15
電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

８９２円

輸送用機械器具製造業 ９３６円

百貨店、総合スーパー ８５２円

詳しくは、山口労働局労働基準部賃金室へお問い合わ
せください。☎０８３（９９５）０３７２

山口県の最低賃金
必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も。

特設人権相談所
日　　時　１月９日㈭　午前９時 30 分～正午
場　　所　大島庁舎
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等人権に関
　　　　　する問題
相  談    員　人権擁護委員
　※悪天候により警報等が発令された場合は中止にな　
　ることがあります。
問福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

　

令和２年版　山口県民手帳販売中
　役場（政策企画課、各総合支所・出張所）で、令和
２年１月 31 日㈮まで購入できます。

　サイズ　縦 14 ×横８ｃｍ
　販売価格　５５０円（税込み）
　問政策企画課　☎０８２０（７４）１００７
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イベント・健康相談カレンダー

２１
（土）

２２
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈しまかぜ在宅支援診療所　☎ 78‐2533〉

安下庄海の市　10：00 ～ 14：00
（橘グリーンパーク横）

２３
（月）

２４
（火）

２５
（水）

２６
（木）

育児相談　10：00 ～ 11：30 
（しまとぴあスカイセンター）

２７
（金）

２８
（土）

２９
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈山中クリニック　☎ 72‐0152〉

３０
（月）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈おげんきクリニック　☎ 74‐2490〉

３１
（火）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈川口医院　☎ 78‐0306〉

５
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈川口医院　☎ 78‐0306〉

６
（月）

７
（火）

８
（水）

ちょび塩の日ＰＲ活動　11：00 ～ 13：00  
（ＪＡ直売所　島の恵み小松店）

９
（木）

認知症相談日　9：00 ～ 16：00 （ 日良居庁舎）
〈問地域包括支援センター　 ☎ 73‐5506〉

１０
（金）

育児相談　10：00 ～ 11：30 （日良居庁舎）
こころの相談会（要予約）　10：00 ～ 12：00 

〈申込先　健康増進課 健康づくり班 ☎ 73‐5504〉

１１
（土）

１２
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00 
〈山中クリニック　☎ 72‐0152〉

周防大島町団体卓球大会　9：00 ～
（Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館）

１３
（月）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈野村医院　☎ 76‐0017〉

１４
（火）

１５
（水）

１６
（木）

１７
（金）

１８
（土）

１９
（日）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
〈安本医院　☎ 73‐0822〉

２０
（月）

※町立病院は、年間を通して休日夜間救急医療に当直医が対応しています。
　▪大島病院　☎７４‐２５８０　　▪東和病院　☎７８‐０３１０　　▪橘病院　☎７７‐１０００

１
（水）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈野村医院　☎ 76‐0017〉

２
（木）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
〈安本医院　☎ 73‐0822〉

３
（金）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00　 
〈しまかぜ在宅支援診療所　☎ 78‐2533〉

４
（土）

１２月（２１日～３１日）

１月（１日～２０日）
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人の動き（12 月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １５，８２９人 （46 人減）

男（日本人） ７，２７５人

女（日本人） ８，４５８人

外国人 ９６人 （1 人増）

世帯数 ９，０７０戸 （21 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生       3 人　　
　　転入    19 人 小計 22 人
減：死亡    45 人
　　転出     24 人 小計 69 人

今月の納期
　
　【第３期分】　固定資産税
　【第６期分】
　国民健康保険税（普通徴収）
　介護保険料　　  （普通徴収）
　後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　   （普通徴収）
    
　 納期限      　　12 月 25 日㈬

周防大島町交通事故発生状況 
（令和元年 10 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

２１ ０ ３３

前年比

ー７ ー１ ー１

物損事故件数

２６８ 前年比 ＋１４

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。

※男・女（日本人）数　1/20 修正
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広
報
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。
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Ｅ
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a.lg.jp

　廃棄物の野焼き（野外焼却）については、廃棄物の処理及び清掃
に関する法律で禁止されているよ。ただ、例外としては次のものな
どがあるよ。
 ・どんと焼きなどの風俗習慣上または、宗教上の行事を行うために
　必要な廃棄物の焼却。
 ・農業者が行う稲わら等の焼却など、農業、林業または漁業を営む
　ためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却。（廃ビニー
　ルの焼却は含みません）
 ・たき火を行う際の木くず等の焼却など、臭いや煙が近所の迷惑に
　ならない程度に少量で行われる廃棄物の焼却。
※ただし、プラスチック類の焼却や苦情がでる焼却は野焼き禁止の
　例外にはならないんだよ。
　家庭のごみは野焼きをせず、分別してごみの収集場所へだしてね。

【今回のポイント】
　☞野焼き禁止の例外の場合でも、プラスチック類は焼却できない
　☞野焼き禁止の例外の場合でも、苦情があった場合は行政指導の対象になる
　☞家庭のごみは、野焼きをしないで分別をして、ごみの収集場所へだす

野焼き（野外焼却）はやめましょう

みかんちゃんからのお知らせ

問生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


